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第2回●メールをよこす前には必ずテストしろ！

ネットワーク管理者・池田の

なにやってんだ
よ！

池田健二（インプレス・ラボ）

前回は計算機の「基本中の基本」であるケーブルの巻き方であ

ったが、今回はインターネットの「基本中の基本」である電子

メールの設定について、つい最近初心者になったばかりの読者

諸兄に、少々ご説明をしたい。

設定したら必ず確認！
本誌インターネットマガジンでは、電子メールで読者諸兄の意見を

拝聴させていただいている。そういったなかで、「これは！」と思うメ
ールには、やはりお返事のメールを書きたくなる。しかし、せっかく
メールを書いても、「Unknown User」などのエラーで戻ってきてしま
うことがよくある。
インターネットに接続しているということは、電子メールがやりと

りできることであると言っても過言ではない。電子メールをやりとりす
るためには、自分の電子メールソフトウェアの設定をしなければなら
ない。とはいえ、設定は難しいものではなく、自分のメールアドレス
やPOPサーバー1、SMTPサーバー2など、プロバイダーから指定され
た項目を入力するだけだ。しかし、人間が手で入力したものほど誤り
が多いものはない。正しい設定になっているかどうかを必ず確認する
ような習慣を付けるべきだ。ひととおり設定ができたら、さっそく誰
かに送ってみたくなるのが人情だが、ここでお茶でも飲みながら落ち
着いて、もう一度入力した項目を確認しよう。
プロバイダーやBBSを利用しているなら、自分のメールアドレスは

「☆★☆.or.jp」となっているはずだが、何を勘違いをしたのか、いつ
の間にやら一般企業を表すハズの「☆★☆.co.jp」となってしまって
いるお便りを受け取ることが少なくない。この「co」ドメイン3のメー
ルアドレスに返信しても、とうぜんエラーで戻ってきてしまう。このよ
うな無駄を未然に防ぐために、面倒でも必ずプロバイダーから送られ
てきた資料を見て確実に入力することが大切だ。これは説明するまで
もなく基本だ。そして設定が終わったら必ずテストする。これも基本
だ。ではテストの仕方を教えよう。

自分宛に投げてテスト
確認する場合に他人に迷惑をかけないようにするために、自分のア

ドレスに向かってテストメールを出してみよう。自分のアドレスは、

「username@po.☆★☆.or.jp」や「username@st.☆★☆.or.jp」な
ど、プロバイダーのサブドメイン4なっている場合もある。注意すべき
点は、すべての文字は必ず半角でなければならないということだ。

ネットスケープナビゲーターは日本語が文字化けする
設定が完璧でも、本文が文字化けしていてはモトもコもない。相手

が日本人である場合がほとんどであろうから、いきなり日本語のメー
ルを出しても全く問題ないが、計算機で日本語を扱う場合には、漢字
コードが問題になる。日本語メールの事実上の標準漢字コードは、い
わゆる「JIS漢字」である。普段使っているパソコンから電子メールを
SMTPサーバーに送る場合には、「シフトJIS」からJIS漢字に変換し
なければならない。
この変換は日本語が扱えるメールソフトウェアなら自動的に行って

くれるが、日本語が扱えそうで実は正しくない変換をしてしまうソフ
トウェアもある。「ネットスケープナビゲーター2.0ベータ版」だ。受け
とったメールの中から「http://」などを探しだし、直接ジャンプでき
る機能を備えていて便利だが、メールを出すとなるとちょっと困った
ことが起こる。まず、MIME5変換がおかしいし、誤った漢字コード
変換をしてしまう場合があるのだ。いまのところ、ネットスケープナ
ビゲーター2.0ベータ版でメールを送るのはやめたほうがよい。でない
とメールをもらったほうはたまったものではないし、余計なメールのや
りとりをすればそれだけネットワークのトラフィックも増えてしまう。

きちっとテストしてから聞きに来い！
ネットスケープナビゲーター2.0ベータ版以外のソフトウェアでもこ

のようなトラブルがないとは言えない。そして、そのようなトラブルは
前述したようなきちんとした設定の確認とテストをしてさえいれば、未
然に防ぐことができる。くれぐれも、つまらない設定ミスで管理者だ
けでなく相手の手をわずらわすことのないように。

たぁっ！
こんなメ

ールを

よこすん
じゃない

！

脚　注
1POPサーバー：自分宛てに送られてきたメールが保留されているサーバー。
2SMTPサーバー：メールを送るときに使用するサーバー。
3ドメイン：ネットワークを区別するために付けられる名称。「impress.co.jp」
のように「.」で区切られた階層構造になっている。

4サブドメイン：ドメインの中でさらに細かくネットワークを区別するために
付けられる名称。

5MIME：メールの拡張機能。バイナリデータや複数のファイルを簡単にや
りとりするためのフォーマット。
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